







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































著者 年 目的 対象 研究内容
岡田ら５７）２００９
患者が日常生活援助を受ける際
の看護師の性差に対する認識を
明らかにする
患者
質問紙調査を行い、排泄、清潔は女性看護師に援助してほしい
と答えた割合が多かった。洗面、移動は女性患者は女性看護師
を希望していた。食事介助は有意差はなかった。
田境ら４５）２００９
意識下で泌尿器科の手術を受け
る男性患者の男性看護師の介入
の有用性を調査する
意識下で泌尿
器科の手術を
受ける男性患
者
半構成面接を行い、得られたデータを分析し、【手術室担当看
護師の性別は関係なし】【男性看護師の存在の認知の有無】【男性
看護師の必要性】【男性看護師へのマイナスイメージ】のカテゴ
リーに分類した。
前田ら５８）２００９
入院中の思春期男子が男性看護
師からの看護介入に抱く思いに
含まれる要素を明らかにする
入院中の思春
期男子
対象に半構成面接を行い、分析の結果［発達段階に由来する思
い］と［健康レベルに由来する思い］に大分類され、【性に関
する看護場面での安心感】【性に関する話題での安心感と共感
性】【身体活動場面での満足感】【性の話題以外の将来や自己の不
安に関する相談場面での信頼感】【日常生活場面での親近感】の
５つのカテゴリーが抽出された。
津田ら４６）２００８
泌尿器科入院の男性患者の男性
看護師の印象・イメージの捉え方
やセクシュアリティに関連する
看護の受け止め、認識の変化を
ジェンダーの視点から検証する
泌尿器科入院
の男性患者
入院時と退院時にインタビューを行い認識の変化を見たところ、
退院時には抵抗感やセクシュアリティに関するケアでは、女性
看護師を希望する割合が減少した。
佐藤ら４９）２００８
女性患者が男性看護師から援助
を受けた経験の有無を比較し、
男性看護師の受け入れの状況と
その理由を調査する
入院中の女性
患者
対象にアンケート調査を行い、男性看護師から援助を受けた経
験がある患者は経験がない患者に比べて、入浴介助を除く排泄・
清潔援助、相談を受け入れる割合が高い。
大山ら５０）２００６
男性看護師に対する女性患者の
認知度、ニーズを把握し、男性
看護師のケアのあり方を明らか
にする
一般病棟（精
神科除く）に
入院する女性
患者
質問紙調査を行ったところ、男性看護師の認知度は高かったが、
実際に男性看護師から看護を受けた経験がある人は２割に満た
なかった。また男性看護師を必要と回答した人は過半数を超え
ていた。
男性看護師の看護を受けた経験、勤務する病棟の患者は「男性
看護師が必要」と認識していた人が有意に多かった。羞恥心を
伴うケアは「女性看護師に代わる」と答えた人が多かった。
井上ら５９）２００５
手術室の男性看護師の認知度や
イメージ、実際の感想などを調
査した
手術予定の患
者
対象にアンケート調査を行ったところ、男性看護師の認知度は
全体の過半数を超えていた。
男性が手術の参加することへは７７．５％がよいと答え、女性患者
から産婦人科、泌尿器科の手術ではよくないとの答えがあった。
小嶋ら５１）２００５
患者の男性看護師の受容状況を
明らかにする
入院中の成人
期あるいは老
年期の患者
対象にアンケート調査をしたところ、全体の８割の患者が認知
しており、約半数が男性看護師の看護を経験していた。ケアを
受けた経験があると、男性看護師の肯定的な印象は見られた。
患者は男性看護師の羞恥心を伴うケアについては難しいが、ケ
アを受けた経験があると「どちらでもいい」と回答する人が多
かった。
男性看護師が増えることについては半数が支持的な意見であった。
新山ら６０）２００５
一般病棟入院患者の男性看護師
への評価を明らかにする
入院３週間以
上の患者
患者信頼尺度を用い、入院時・退院時に調査を行った。入院時、
退院時ともに「一貫性」と「知識・技術への確信」が高い傾向
にあった。一方「見通し」は両方で低かった。術後長期にわた
ってケアが必要な患者に信頼得点が高い傾向にあり、７０歳以上
の女性は下がる傾向にあった。
橋本ら２）２００３
男性看護師のケアに対する女性
患者の感じ方を調査し、羞恥心
を伴うケアの対応について検討
した
女性患者
対象に質問紙調査を行ったところ、実際に男性看護師からケア
を受けた経験がある対象の内、羞恥心を伴うケアについて清拭
では女性看護師に代わることを希望する割合は年代ごとに減少
したが、陰部を露出する検査は各年代で高かった。
女性看護師に代わって欲しいと答えた中でも，あらかじめ説明
すれば男性看護師のケアを受け入れると半数以上が答えていた。
男性看護師よりケアを受けた経験があるほうが，実際にケアを
受けたことがない者より，女性看護師に代わって欲しいと答え
た割合は低い傾向を認めた。
井手ら６１）２００３
入院中の患者は男性が看護を行
うことをどう捉えているかを知る
入院患者
対象にアンケート調査を行ったところ、年代と性別で，男性ら
しさの捉え方に差がないことがわかった。患者が触れられたく
ないと考えるケア項目は，清潔や排泄介助に関する項目で、男
性看護師の方が強い傾向にあった。
臨床での男性看護師の実態に関する文献検討と支援のあり方の一考察
―１５７―
Ⅳ．考察
２００２年の「保健師助産師看護師法」への変更以後、男性看護師の就業者数が大きく増加する
とともに、一般病棟で勤務する男性看護師が多くなるなど、臨床で男性看護師の置かれている
状況は大きく変化してきた。一方、社会には「看護職＝女性」というイメージが広く定着して
いる。そのような大きな変化と社会的イメージの間で、我が国の男性看護師に関する研究から
臨床での男性看護師の実態を明らかにした本研究の意義は大きい。
ここでは臨床で男性看護師が置かれている現状から、その中で男性看護師が看護師としての
専門性を高め、発揮していくために必要な支援について考える。
１．男性看護師の現状
男性看護師に関する研究の中で、「患者から見た男性看護師」「女性患者への対応」は２００３年
から２０１３年を通じて報告されている。男性看護師のほとんどが女性患者に対する羞恥心を伴う
ケア（清潔援助や排泄介助）を拒否され、女性看護師に交代するという経験をしていた。その
ため、「男性看護師のケアをどうしたら患者に受け入れてもらえるか」という疑問を持ちなが
ら業務を行っていると考える。特に女性患者に対して男性看護師は、ケアの交代を患者を尊重
した対応の一つと捉え、患者との関係の築き方を工夫する、いつでも女性看護師と交代するな
どの選択肢を持ちながら、ケアを受け入れてもらえるよう調整していた。このような男性看護
師のケアに対する姿勢や行動は、ケアを受けた女性患者の男性看護師によるケアへの肯定的な
認識の浸透につながっていると言える。
また「男性としての役割期待」「男性看護師の働く職場環境」に関する研究から、男性看護師
にはジェンダーの視点での男性役割、あるいは少数派としての役割を期待され、男性看護師自
身も自覚してその役割を果たしていた。これは期待される役割を果たすことで組織の中での足
場を固め、女性看護師との関係性から生じるトラブルを回避し、少数派であっても働きやすい
環境を作ろうとしていたもので、少数派である現状がすぐには変化しないことを受け入れ、自
分でその環境を調整しようとしていると考えられる。
「男性看護師のキャリア形成・発達」については、男性看護師は女性看護師に比べてキャリ
ア形成に展望を持って取り組めるという見方がある一方で、実際には女性看護師と同じように
家庭からの影響を受けることが明らかにされている。加えて一般病棟で働いていく場合、いま
だ少数派であるため目標となる役割モデルが得にくいことも、男性看護師特有の職務上の困難
として明らかになっている。これらから看護師のキャリア形成・発達のための職場環境や組織
の支援体制の整備は、男性看護師または女性看護師といったどちらか一方の問題ではなく、看
護師全体に必要な支援と言える。性別を問わず職場や組織において望ましい役割を果たすこと
ができる体制は臨床での看護の専門性の向上につながると考えられる。
福井県立大学論集 第４４号 ２０１５．２
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２．男性看護師が専門性を発揮していくための支援のあり方と課題
男性看護師が臨床で専門性を発揮するにはどのような支援が必要であるかについて考えると、
まず少数派である男性看護師は女性患者からケアを拒否されることと、その際に女性看護師に
ケア交代を依頼することに強い困難を感じている。男性看護師が女性患者にケアを拒否された
時、女性看護師にケアを交代できる体制の構築は重要である。しかし男性看護師がまだ配属さ
れていない部署もあり、男性看護師を新たに受け入れる部署にこのような体制を作ることは大
きな負担が生じると予測される。そのため男性看護師だけでなく、部署や管理者を支援するこ
とも必要だと考える。
また男性看護師は管理者からリーダー的役割や専門性の向上、男性的な視点が入ることによ
る業務の活性化を期待されており、男性看護師自身も自覚している面がある。これらは組織の
中に異なる視点を入れることで業務の活性化を図ることを目的としているが、前述のように一
般病棟の場合このような役割を果たしているモデルが身近にいることはまだ少ない。その中で
自身がこれからの役割モデルとなることが求められ、男性看護師の負担と不安は大きいと考え
られる。そのため男性看護師が新たな役割モデルとなれるようなサポートが必要である。
そして臨床で男性看護師に求められている男性的な視点とは何か、具体的には明らかにされ
ていない。これを明らかにすることは看護の現場を多面的に捉えることにつながり、看護師の
専門性を高める男性看護師・女性看護師の協働につながっていくと思われる。
以上より、男性看護師が専門性を発揮していくためには、少数派である男性看護師自身がこ
れからの役割モデルになるような支援だけでなく、受け入れる部署にも体制を構築できるよう
な支援が必要である。また組織が求める男性的な視点とは何かについて明らかにしていくこと
が今後の課題である。
Ⅴ．結語
我が国の男性看護師に関する研究から臨床での男性看護師の実態について検討し、以下のこ
とが明らかとなった。
・男性看護師は男性としての役割を期待されていることを自覚し、その役割を果たすことで女
性看護師との関係を良好に保ち、働きやすい環境を整えていた。
・男性看護師は「男だから」と役割を期待されること、目標とする役割モデルを得にくいこと、
女性患者に関わりを拒否されること、そしてケアの交代を女性看護師に依頼することを困難
と感じていた。
・男性看護師は女性患者に拒否される経験を重ねることで女性患者との関係の築き方や自分な
りの交代を依頼する基準を作っていた。そして拒否されることを「女性として当たり前の反
応」と捉え、ケアを交代することは患者を尊重した対応の一つだと考えるよう変化していた。
臨床での男性看護師の実態に関する文献検討と支援のあり方の一考察
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・男性看護師からケアを受けた患者は肯定的な印象を持つように変化していた。一方で女性患
者への羞恥心を伴うケアでは、いずれの研究でも女性看護師に交代すると答えた女性患者が
多かった。
引用文献
１）厚生労働省大臣官房統計情報部：平成２４年衛生行政報告例（就業医療関係者）の概況，http : //www.mhlw.
go. jp/toukei/saikin/hw/eisei/12/．
２）橋本亘弘，山中美子，文才理：男性看護師のケアに対する女性患者の感じ方に関する調査，日本看護
学会論文集：看護総合，３４号，２３３‐２３５，２００３．
３）増田貴生，政岡祐樹，奥野信行 他：男性看護師に新人教育で関わった女性看護師の性差を感じた経
験，日本看護学会論文集：看護教育，４２号，１８８‐１９１，２０１２．
４）渡邉恵美：男性看護師が女性看護師から受ける看護の臨床教育場面で抱く思い，神奈川県立保健福祉
大学実践教育センター看護教育研究集録，３７号，１７９‐１８５，２０１２．
５）八木原誠秀，長亜希子，田中敏恵 他：女性看護師との人間関係形成過程における男性看護師の姿勢
対人関係論の視点より，埼玉県立がんセンター看護部看護研究集録，３３号，２１‐２４，２００９．
６）林克明：男性看護師の持つ専門職としての意識 カリキュラム改正前・後よりみる，日本看護学会論
文集：看護総合，３４号，２１０‐２１２，２００３．
７）松田安弘，定廣和香子，舟島なをみ：男性看護師の職業経験の解明，看護教育学研究，１３巻１号，９‐
２２，２００４．
８）藤川君江，渡辺俊之，小成祐介 他：精神科看護における性別役割について 男性看護師自身の役割
認識からの検討，日本精神科看護学術集会誌，５６巻２号，３９‐４１，２０１３．
９）堀井啓史，横山由香、河瀬貴志 他：精神科における男性看護師の役割意識とその関連因子 不穏時
対応以外を中心に，人間看護学研究，１０号，１１７‐１２４，２０１２．
１０）山田光子，清水恵子，伊藤收 他：精神科急性期看護の専門性に関する研究 精神科急性期看護の専
門性とジェンダーロールに関する意識調査，日本精神科看護学会誌，４９巻２号，１６８‐１７２，２００６．
１１）石田徹，奥村美奈，本吉恵子：児童・思春期精神科病棟においての男性看護師の役割とその意義に関
する研究 児童・思春期精神科病棟に従事している男性看護師の調査から，日本看護学会論文集：小児
看護，３７号，２３３‐２３５，２００７．
１２）貝沼純，斎藤美代，佐藤尚子 他：女性看護師が男性看護師に期待する職務・役割に関する調査研究，
福島県立医科大学看護学部紀要，１０号，２３‐３０，２００８．
１３）袴田将嗣，岩田浩子：一般病棟における男性看護師の役割に対する管理者の意識の検討，日本看護学
会論文集：看護管理，３４号，４０８‐４１０，２００４．
１４）浦中桂一，水野正之，小澤三枝子：男性看護師の複数配置の評価 バーンアウトスコアを指標として，
日本看護評価学会誌，１巻１号，３‐１０，２０１１．
１５）松尾新也，小林治子，黒柳一枝：男性看護師の配置率とストレッサーに対する知覚との関係 Ａ県の
総合病院に勤務する男性看護師の質問紙調査より，日本看護学会論文集：看護管理，３８号，３６６‐３６８，２００８．
１６）田渕智之，吉川三枝子：新人男性看護師の職場における人間関係の形成，日本看護学会論文集：看護
総合，４２号，１５０‐１５３，２０１０．
１７）小島礼奈，内山広志：男性看護師が職場で感じている思い 働きやすい環境づくりのために，日本看
福井県立大学論集 第４４号 ２０１５．２
―１６０―
護学会論文集：看護管理，３８号，３６‐３８，２００８．
１８）清藤ルミ子，藤田佳香，山口茜理 他：男性看護師が職場で感じているやりがい，国立高知病院医学
雑誌，１９巻，９５‐１０２，２０１０．
１９）緒方哲治：男性看護師の職務満足度と職場環境要因との関連に対する研究，神奈川県立保健福祉大学
実践教育センター看護教育研究集録，３５号，１４４‐１５１，２０１０．
２０）高尾辰徳，阪下純一，高橋優太 他：男性看護師が職場環境に与える影響，日本看護学会論文集：看
護管理，４３号，４８３‐４８６，２０１３．
２１）青野弘文，藤田徹，山本梨依子 他：女性病棟に男性看護師が配属されたことによる変化 女性看護
師のストレス軽減をめざして，日本精神科看護学術集会誌，５６巻１号，１７６‐１７７，２０１３．
２２）須田学，長尾あけみ，幸野孝裕 他：看護師の役割認識における性差と職務満足度の関係―より良い
職場環境を目指して―，高松市民病院雑誌，２７巻，４３‐４７，２０１２．
２３）越石清之：男性看護師・女性看護師が互いに期待する職務・役割について，埼玉県精神保健センター
研究紀要，２０巻，３５‐３６，２０１１．
２４）葛原誠太，生野繁子：男性看護師の職業的アイデンティティの現状と影響要因，日本看護福祉学会誌，１７
巻２号，６５‐７８，２０１２．
２５）中垣明美：男性看護師の生涯発達の様相 時間的展望と職務満足との関連からの検討，日本看護医療
学会雑誌，１３巻１号，１１‐２０，２０１１．
２６）翁長浩一郎，岩本祐一，片岡寛人 他：男性看護師のキャリア発達に関する意識と行動，島根県立大
学出雲キャンパス紀要，７巻，１１‐１９，２０１２．
２７）津野亜優実，関井愛紀子：男性看護師が抱くキャリアビジョンとキャリアアップに対する思い 世代
間における比較検討，日本看護学会論文集：看護管理，４２号，５５３‐５５６，２０１２．
２８）桐明孝光：男性看護師のキャリア意識の分析 大学病院に勤務するスペシャリストおよび看護管理者
へのインタビューを通して，日本看護学会論文集：看護管理，４１号，２９‐３２，２０１１．
２９）内海知子，細原正子，近藤真紀子：医療・福祉職として働く男性のキャリア形成に関する検討，香川
県立保健医療大学雑誌，１巻，９‐１９，２０１０．
３０）松浦圭吾，大林けい，児島香織 他：一般病棟における男性看護師が感じる困難とその対処に関する
研究，日本看護学会論文集：看護総合，４３号，２２７‐２３０，２０１３．
３１）土居大剛，大林真帆：男性看護師の看護師集団への適応における困難と対処の特徴，香川県看護学会
誌，１巻，７‐１０，２０１０．
３２）出口睦雄：男性看護師の職務ジェンダー意識と職務満足度の関係，日本看護研究学会雑誌，３２巻４号，５９
‐６５，２００９．
３３）坪之内建治，有田広美：男性看護師が感じる困難とそれらの困難を経験して成長する過程，日本看護
学会論文集：看護管理，３９号，３０９‐３１１，２００９．
３４）田中芳雄：男性看護師が性差や少数派としての困難を乗り越えていく過程，神奈川県立保健福祉大学
実践教育センター看護教育研究集録，３２号，９‐１４，２００７．
３５）加古大貴，前田貴彦：小児看護において男性看護師が認識する困難 ２０代の男性看護師への面接調査
から，日本小児看護学会誌，２２巻２号，７５‐８１，２０１３．
３６）木許実花，福田里砂，赤澤千春：男性看護師が抱える悩みや問題の現状と職務キャリアの関係（第１
報）女性多数の職場において男性看護師が抱える悩みや問題の現状について，京都大学大学院医学研究
科人間健康科学系専攻紀要：健康科学，７巻，７５‐８０，２０１１．
臨床での男性看護師の実態に関する文献検討と支援のあり方の一考察
―１６１―
３７）小藤祐子，野村香，中山周子 他：一般病棟に勤務する男性看護師が女性患者の看護ケアをする体験，
日本看護研究学会雑誌，３５巻２号，６３‐６９，２０１２．
３８）吉田裕二朗，赤司千波：病棟における看護において男性看護師が感じる困難とその対応整形外科病棟
と外科病棟勤務者に焦点を当てて，日本看護学会論文集：看護総合，４１号，２４‐２７，２０１１．
３９）川勝伸也，木上陽子，吉岡政美 他：男性看護師・女性看護師の共働について 羞恥心を伴うケアに
ついてのアンケート調査結果からの分析，京都市立病院紀要，２９巻１号，３８‐４２，２００９．
４０）石井俊之，坪井敬子：男性看護師の羞恥心を伴うケアへの思いと実施状況，日本看護学会論文集：看
護総合，３９号，１１０‐１１２，２００８．
４１）多間嗣朗，牧田初枝，久保京子 他：羞恥心を伴うケアにおける男性看護師の関わり，日本看護学会
論文集：看護総合，３７号，３３‐３５，２００６．
４２）遠藤雅代：男性看護師が女性患者への看護ケアの交代を依頼する際の意思決定の基準，神奈川県立保
健福祉大学実践教育センター看護教育研究集録，３７号，２５‐３０，２０１２．
４３）藤野彰子：男性看護師のタッチの特徴とその対処方法に関する研究 男性看護師１０人への面接調査に
よる事例研究，日本看護学会誌，１５巻２号，１５１‐１５８，２００６．
４４）原茂雄，星尚子，桐生英子 他：泌尿器男性がん患者の男性看護師に対するイメージ変化のプロセス，
日本看護学会論文集：看護教育，４１号，３０‐３３，２０１１．
４５）田境公治，小林真理，荒川泰範：男性看護師の看護介入による男性患者の意識調査，西尾市民病院紀
要，２０巻１号，８５‐８８，２００９．
４６）津田隆行，座安初美，戸田幸子：泌尿器科入院患者の男性看護師への認識の変化 男性患者のジェン
ダーの視点から，日本看護学会論文集：看護総合，３９号，１１３‐１１５，２００８．
４７）織田村遥，川勝真由美，畑中憲一 他：男性看護師に対する女性患者の心理 脊髄クモ膜下麻酔手術
を受けた患者のインタビューより，京都市立病院紀要，３２巻１号，７６‐７８，２０１２．
４８）山川聖史：男性看護師と関わった女性患者の男性看護師への思い，江別市立病院雑誌，５巻１号，３８‐
４０，２０１２．
４９）佐藤由里子，永井孝英，野澤奈美 他：各看護場面における女性患者の男性看護師の受け入れとその
理由，長野赤十字病院医誌，２１巻，１４３‐１４７，２００８．
５０）大山祐介，戸北正和，小川信子 他：男性看護師に対する女性患者の認知度とニーズに関する研究，
保健学研究，１９巻１号，１３‐１９，２００６．
５１）小嶋亜紀子，筑後幸恵：男性看護師に対する入院患者の受容，日本看護学会論文集：看護管理，３５号，３６６
‐３６８，２００５．
５２）井上健，佐々野みゆき：看護師の性別の違いに対して感じる授乳時の母親の羞恥心と対応 乳児に付
き添う母親への調査から，日本看護学会論文集：小児看護，４３号，１２２‐１２５，２０１３．
５３）前田えりな，岩井美知代，前みゆき 他：看護師の性別と入院患者の看護ケアに対する抵抗感の関連，
日本看護学会論文集：看護総合，４１号，３１８‐３２１，２０１１．
５４）藤田泰嗣，真鍋佳子：血管造影・IVR室の男性看護師に対する患者が抱いた印象と求められる看護，
日本看護学会論文集：成人看護Ⅰ，４１号，２０５‐２０８，２０１０．
５５）松岡真弓，藤田倫子：性差による看護師―患者関係における共感と信頼の特徴 女性看護師と男性看
護師の相違から，看護・保健学研究誌，１０巻１号，２１０‐２１９，２０１０．
５６）奥平直也，板東良枝，田村智子 他：羞恥心を伴う看護ケアに関する調査，日本看護学会論文集：看
護管理，４０号，９９‐１０１，２０１０．
福井県立大学論集 第４４号 ２０１５．２
―１６２―
５７）岡田チハル，中村和子，鹿口諭理保 他：看護師の性差に対する患者の認識，中国四国地区国立病院
機構・国立療養所看護研究学会誌，５巻，１８９‐１９２，２００９．
５８）前田貴彦，村本淳子，臼井徳子：入院中の思春期男子が男性看護師からの看護介入に抱く思いに関す
る研究，思春期学，２７巻３号，２８３‐２９５，２００９．
５９）井上直幸，高橋雅士，高橋理香 他：手術室における男性看護師の特異性と役割，日本手術医学会誌，２６
巻３号，２５７‐２５９，２００５．
６０）新山英和，水口清美，橋村抄子 他：一般病棟における男性看護師の関わりと患者の認識の変化，日
本看護学会論文集：看護管理，３５号，３６９‐３７０，２００４．
６１）井手彩，池嶋未加代，濱田安岐子 他：一般病棟における男性看護師のイメージに関する調査，共済
医報，５２巻３号，２４６‐２４９，２００３．
臨床での男性看護師の実態に関する文献検討と支援のあり方の一考察
―１６３―

